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1. 開催の趣旨： 

【テーマ】 

 

 

 

2．日程 

【日 時】  

 

【プログラム】 

総長基調講演 

 

報告 

 

パネルディスカッション 
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（参考）全学教育シンポジウム開催一覧 
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3．開会 

司会（高等教育研究開発推進機構教授 加藤立久）

 

司会 
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4．開会挨拶 

教育担当理事 淡路 敏之 

－ 4－
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5．総長基調講演：「京都大学の考える教養教育」 

総 長  松本  紘 
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6．報告 1：「共通・教養教育企画・改善小委員会の報告」 

情報学研究科教授 磯  祐介 
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7．報告 2：「高校の学習指導要領と入試制度」 

法学研究科教授 木南  敦 
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8．報告 3：「学業・成績評価の国際標準と通用性」 

高等教育研究開発推進センター教授 飯吉  透 
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9．パネルディスカッション：「グローバルキャリアの中での語学力と教養力」 

    ◇コーディネーター        高等教育研究開発推進機構 副機構長 多賀  茂  

      ◇パネリスト                       法学研究科 教授 横山 美夏  

                              医学研究科 教授 武藤  誠  

                                      工学研究科 教授 長谷部 伸治  

                               高等教育研究開発推進機構 教授 河合 江理子   

                               高等教育研究開発推進機構 教授 池田 聖子  

      ◇コメンテーター                日本生命保険 国際渉外部長 大久保 亮  

                                         株式会社ヒア＆ナウ代表取締役社長 井上 久美  

                                    総長 松本  紘 
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法学研究科　教授　　横山　美夏
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医学研究科　教授　　武藤　誠
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工学研究科　教授　　長谷部伸治
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Feature Articles Part2▶ Global Leaders

京都大学高等教育研究開発推進機構 教授

河合江理子
Eriko Ishida Kawai

日本企業のグローバル化が急速に進展している。人口減少、国内経済の長期的な低成長等を考えれば、
成長を目指す企業としては、円高を利用し成長が望める国への投資や企業買収を行うのは当然のことで
ある。しかし最大の課題は、海外企業を買収した後、それをどのように軌道に乗せるかにある。真のグロー
バル企業を目指すのであれば、経営陣が英語でコミュニケーションができなければ、優秀な人材を引き止
めておくことはできない。社員全員が英語を話す必要はないが、国際部門や海外子会社の経営部門に
勤める者に高い英語能力は必須である。社内でコミュニケーションの壁があってはならないからだ。本稿
では、主にヨーロッパで国際金融機関、世界有数のコンサルティング・ファーム、国際機関等に勤務した
筆者が、グローバル社会で求められる英語能力、コミュニケーション能力とは何かを提示する。

非英語圏のグローバル組織に学ぶ

英語公用語時代の
多文化コミュニケーション

©Complot-Fotolia.com
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at

パネルディスカッション「グローバルキャリアの中での語学力と教養力」河合 江里子

スイスの多文化組織の例
スイスはドイツ、フランス、イタリア、オーストリア、リヒテン
シュタインと接しており、公用語も4つに上る（ドイツ語、フラ
ンス語、イタリア語、ロマンシュ語）。それゆえ、スイスに本拠
を置く国際機関やグローバル企業のトップの顔触れも多彩で
ある。

国際決済銀行（BIS）
本拠地バーゼル（ドイツ語圏）。1930年設立。
現総支配人ハイメ・カルアナはスペイン人、前
総支配人マルコム・ナイトはカナダ人、前々総
支配人アンドリュー・クロケットはイギリス人。

ネスレ
本拠地ヴェヴェイ（フランス語圏）。1866年設立。
創業者ハインリヒ・ネストレはフランクフルト生ま
れのドイツ系だが、移住後、名前をフランス語
読みのアンリ・ネスレとした。現CEOポール・ブ
ルケはベルギー人、現会長・前CEOピーター・
ブラベックはオーストリア人。同社ホームページ
には両者の使用可能言語が表記されている。

エフ・ホフマン・ラ・ロシュ（ロシュ）
本拠地バーゼル。1896年設立。創業者のフリ
ッツ・ホフマン・ラ・ロシュはフランス系スイス人。
現CEOのセヴリン・シュバンはオーストリア人、
前CEOのフランツ B. フーマーはオーストリア系ス
イス人 。2002年に中外製薬を買収、ロシュ・
グループとなる。

Multicultural communication in English
英語公用語時代の多文化コミュニケーション 
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い
る
。
本
社
に
勤
務
す
る
六
割
の
社
員
が
、

ド
イ
ツ
系
ス
イ
ス
人
以
外
の
外
国
人
で
あ
る

か
ら
だ
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
勝
ち
抜
い
て
い
く
企

業
は
、
国
籍
、
人
種
を
問
わ
ず
優
秀
な
人
材

を
世
界
中
か
ら
選
抜
し
て
幹
部
候
補
と
し
て

い
る
。

　
ロ
シ
ュ
の
ラ
イ
バ
ル
で
、
同
じ
く
バ
ー
ゼ

ル
に
本
拠
を
置
く
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
で
は
、
将

来
の
幹
部
候
補
生
に
は
本
社
で
数
年
間
の
研

修
を
行
っ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
国
の
現

地
法
人
へ
送
り
込
む
こ
と
が
多
い
。

　
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
、
ド
イ
ツ
語
を
業

務
で
使
う
こ
と
は
要
求
し
な
い
。
研
究
部
門

は
も
ち
ろ
ん
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
人
事
等

の
中
核
分
野
で
優
秀
な
外
国
人
を
採
用
し
、

英
語
で
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
シ
ス
テ

ム
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
国
ス
イ
ス
で
は
移
民
に

対
す
る
規
制
は
厳
し
い
も
の
の
、
優
秀
な
外

国
人
は
別
枠
と
な
っ
て
い
る
。
外
国
人
が
ス

イ
ス
企
業
を
支
え
て
い
る
こ
と
は
、
ス
イ
ス

の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
ト
ッ
プ
の
国
籍
を
見
て

も
明
ら
か
で
あ
る
（
囲
み
「
ス
イ
ス
の
多
文

化
組
織
の
例
」
を
参
照
）。

　
ス
イ
ス
の
公
用
語
は
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ロ
マ
ン
シ
ュ
語
で

あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
は
英
語
が
公

用
語
化
し
て
お
り
、
取
締
役
会
で
は
自
然
と

英
語
が
使
わ
れ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
欧
米

で
上
場
し
て
い
る
日
本
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

で
は
、
ま
だ
通
訳
を
使
っ
て
取
締
役
会
を
開

催
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
世
界
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
た
結

果
、
欧
米
企
業
で
は
外
国
人
取
締
役
の
数
が

増
加
し
て
き
て
い
る
。
優
秀
な
人
材
で
あ
れ

ば
、
国
籍
に
関
係
な
く
抜
擢
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
実
際
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ッ
プ
五

〇
社
の
取
締
役
の
四
〇
％
は
外
国
人
で
あ
る
。

対
し
て
日
本
で
は
、
上
場
企
業
の
外
国
人
取

締
役
は
一
％
未
満
に
す
ぎ
な
い
。

　
外
国
人
取
締
役
の
増
加
は
、
海
外
現
地
法

人
等
の
現
地
事
情
に
詳
し
い
優
秀
な
外
国
人

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
は
必
要

だ
と
い
う
、
当
世
の
事
情
を
よ
く
表
し
て
い

Eriko Ishida Kawai
京都大学高等教育研究開発推進機構教
授。筑波大学附属高校を卒業後、ハーバ
ード大学卒業、INSEADでMBA取得。パ
リのマッキンゼー・アンド・カンパニー、ロン
ドンのシティでファンド・マネジャー、ポーラ
ンドで民営化に携る。スイスのBIS（国際
決済銀行）、フランスのOECD（経済協力
開発機構）で職員年金基金の運用責任
者、スイスで資産運用活動に従事したのち、
現職。

る
。
自
国
中
心
の
自
前
主
義
で
は
時
間
が
か

か
り
す
ぎ
、
急
速
に
進
む
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

で
の
競
争
に
勝
ち
抜
く
の
が
難
し
い
。

　
欧
米
の
大
企
業
で
は
英
語
が
公
用
語
化
し

て
い
る
と
断
定
で
き
る
が
、
公
式
な
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
や
議
事
録
以
外
は
、
出
席
者
の
言
語

能
力
の
最
大
公
約
数
に
よ
っ
て
話
す
言
葉
が

自
然
と
決
ま
る
。
国
際
会
議
で
あ
っ
て
も
、

出
席
者
全
員
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
理
解
す
る
人

た
ち
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
会

議
が
進
行
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
同
様
に
、
取
締
役
会
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し

て
い
る
企
業
で
あ
っ
て
も
、
た
と
え
ば
フ
ラ

ン
ス
国
内
営
業
の
部
署
で
あ
れ
ば
、
フ
ラ
ン

ス
語
で
仕
事
が
進
め
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
英
語
が
公
用
語
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
何
が
何
で
も
英
語
必
須
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
、
環
境
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
使
い

分
け
ら
れ
て
い
る
。

「
何
を
ど
う
話
す
か
」

意
見
と
根
拠
、そ
の
表
現

　
筆
者
の
職
業
生
活
の
大
半
は
、
英
語
を
職

業
言
語
と
し
て
き
た
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
・
ア
ン
ド
・
カ
ン

欧
州
の
グ
ロ
ー
バル
組
織
に
見
る

英
語
事
情

　
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
違
う
人
材
が
集
ま

れ
ば
集
ま
る
ほ
ど
、
意
思
疎
通
の
重
要
性
は

高
ま
る
。
せ
っ
か
く
海
外
の
優
良
企
業
を
買

収
し
て
も
、
十
分
な
意
思
疎
通
が
図
れ
な
け

れ
ば
、
優
秀
な
人
材
を
失
い
か
ね
な
い
。
す

な
わ
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
指
す
企
業
に

と
っ
て
英
語
は
死
活
問
題
で
あ
る
。

　
実
際
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
成
功
し
て
い
る

企
業
の
ほ
と
ん
ど
で
、
英
語
は
公
用
語
化
し

て
い
る
。
ド
イ
ツ
語
圏
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
な

ど
、
母
国
語
が
英
語
で
な
い
国
は
多
々
あ
る

が
、
そ
う
し
た
地
域
に
本
拠
地
を
置
く
企
業

で
は
、「
一
人
で
も
〝
外
国
人
〞
が
い
た
ら

共
通
言
語
で
話
す
」
と
い
う
共
通
ル
ー
ル
が

あ
る
。
そ
の
多
く
が
英
語
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
会
話
に
留
ま
ら
ず
、
社
内
文
書
で

も
同
様
で
あ
る
。
社
内
で
の
円
滑
な
意
思
疎

通
は
、
企
業
経
営
の
基
本
中
の
基
本
。
そ
の

た
め
に
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
（
ド
イ

ツ
語
圏
で
あ
る
）
に
本
拠
を
置
く
世
界
有
数

の
製
薬
会
社
ロ
シ
ュ
で
は
、
社
内
の
公
式
文

書
は
す
べ
て
英
語
と
ド
イ
ツ
語
を
併
用
し
て

パ
ニ
ー
の
パ
リ
・
オ
フ
ィ
ス
、
国
際
公
務
員

と
し
て
ス
イ
ス
の
国
際
決
済
銀
行（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）、

フ
ラ
ン
ス
の
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）、
ロ
ン
ド
ン
の
金
融
機
関
で
フ
ァ
ン
ド
・

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ

で
民
営
化
基
金
の
投
資
責
任
者
な
ど
、
主
に

国
際
的
な
組
織
を
経
験
し
た
が
、
要
求
さ
れ

る
英
語
の
レ
ベ
ル
は
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
大

き
く
異
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
最
も
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
の
社
会
に
お
い
て
、
正
し
く
き

れ
い
な
英
語
を
話
す
こ
と
は
最
重
要
で
は
な

い
。
何
を
ど
う
話
す
の
か
で
あ
る
」。
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高等教育研究開発推進機構　教授　　河合江理子
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ま
た
、
口
頭
の
み
な
ら
ず
、
論
文
や
リ
ポ

ー
ト
を
書
く
時
で
も
、
単
純
で
わ
か
り
や
す

い
表
現
を
使
う
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
長
い
文

章
は
短
い
文
章
に
書
き
換
え
る
よ
う
に
注
意

を
受
け
る
。

　
国
際
会
議
で
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
発
言

を
す
る
の
は
、
概
し
て
英
語
を
母
国
語
と
す

る
国
の
代
表
者
で
あ
る
。
自
分
の
国
で
意
思

疎
通
で
き
る
の
だ
か
ら
、
他
国
の
代
表
と
も

同
じ
よ
う
に
通
じ
る
の
だ
と
思
い
込
ん
で
い

る
の
だ
。
逆
に
、
英
語
を
母
国
語
と
し
な
い

国
々
の
代
表
は
、
自
分
の
発
言
が
明
瞭
で
あ

る
よ
う
努
力
す
る
た
め
、
一
般
的
に
わ
か
り

や
す
い
。

　

と
り
わ
け
、
英
語
を
母
国
語
と
し
な
い

人
々
と
の
意
思
疎
通
が
大
切
に
な
っ
て
い
る

昨
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
は
、
わ
か
り
や

す
い
英
語
で
、
発
言
の
ポ
イ
ン
ト
と
根
拠
を

簡
潔
に
述
べ
る
こ
と
の
重
要
性
は
肝
に
銘
じ

て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
国
際
機
関
で
要
求
さ
れ
る
英

語
の
レ
ベ
ル
は
、
概
し
て
高
度
で
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
国
際
機
関
の
な
か
で
も
所
属
に
よ

っ
て
異
な
る
し
、
ま
た
機
関
の
性
格
に
よ
っ

て
も
異
な
る
た
め
一
概
に
は
言
え
な
い
が
、

こ
と
に
文
章
の
一
語
一
語
が
議
論
の
対
象
に

な
る
よ
う
な
国
際
基
準
づ
く
り
を
し
て
い
る

部
署
で
は
、
話
す
力
の
み
な
ら
ず
書
く
力
も

の
た
め
の
セ
ル
フ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
大

切
で
あ
る
。

　
実
際
、
国
際
機
関
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
で
は
相
手
を
説
得
す
る
た
め
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
コ
ー
ス
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
で

は
交
渉
学
（negotiation skill

）
は
人
気
授

業
の
一
つ
で
あ
る
。
日
本
語
で
う
ま
く
交
渉

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
で
き
る
人
は
、

概
し
て
他
言
語
で
も
上
手
で
あ
る
。

　
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進
め
る
う
え
で
重
要
な
の

が
、
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り

と
言
う
、
あ
る
い
は
文
章
で
簡
潔
に
表
現
す

る
こ
と
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
当
然
な
こ
と
で

あ
る
が
、
非
常
に
多
く
の
場
合
、
こ
の
当
然

の
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
文
化
人
類
学
者
で
あ
る
エ
ド
ワ

ー
ド
・
Ｔ
・
ホ
ー
ル
氏
が
提
唱
し
た
概
念
に
、

「
ハ
イ
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
文
化
」「
ロ
ー
・
コ

ン
テ
ク
ス
ト
文
化
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

日
本
は
典
型
的
な
ハ
イ
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
文

化
で
あ
り
、「
い
ち
い
ち
言
葉
で
伝
え
な
く

て
も
、
相
手
の
意
図
を
察
し
合
う
こ
と
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立
つ
」。

　
一
方
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、
言
葉
で
理

論
的
に
証
明
し
な
け
れ
ば
意
思
疎
通
で
き
な

い
の
が
、
ロ
ー
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
社
会
で
あ

る
。
両
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い

は
大
き
い
。

　
移
民
国
家
な
ど
多
様
性
を
包
含
す
る
国
は
、

た
い
て
い
ロ
ー
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
文
化
で
あ

る
。
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
も
ま
た
、
い
ち
い

ち
言
葉
で
伝
え
る
必
要
の
あ
る
ロ
ー
・
コ
ン

テ
ク
ス
ト
文
化
圏
と
い
え
る
。

　
日
本
人
は
ハ
イ
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト
文
化
の

な
か
、「
阿
吽
の
呼
吸
」
や
最
近
で
は
「
空

気
を
読
む
」
と
い
う
よ
う
に
、
言
葉
を
使
わ

ず
直
感
的
に
相
手
の
言
い
た
い
こ
と
を
理
解

す
る
高
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
キ

ル
を
培
っ
て
き
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
海
外
で
も
空
気
を
読
む
こ
と

は
大
切
で
あ
る
し
、
相
手
の
話
を
よ
く
聞
き
、

気
持
ち
を
察
す
る
能
力
は
日
本
人
の
強
み
に

な
る
。「
思
い
や
り
」
と
い
う
の
は
、
ま
さ

に
そ
れ
を
体
現
し
て
い
る
。

日
本
的
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
の

限
界

　
そ
の
半
面
、
日
本
人
は
快
々
と
し
て
日
本

独
特
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
安
住
し
、

相
手
に
自
分
の
気
持
ち
を
察
し
て
く
れ
る
の

を
期
待
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
日
本
人
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
意
見
の
衝
突
や
議
論
を
重
ね
て
結
論
を

出
す
パ
タ
ー
ン
が
少
な
く
、
事
前
に
根
回
し

を
済
ま
せ
、
同
意
だ
け
を
求
め
る
会
議
も
多

い
。
相
手
を
言
葉
で
説
得
す
る
必
要
が
な
い

の
で
、
交
渉
術
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
い
っ
こ
う

に
う
ま
く
な
ら
な
い
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
は
、
相
手
と
議
論
の

前
提
が
異
な
る
こ
と
が
当
然
で
あ
り
、
前
提

か
ら
し
っ
か
り
説
明
し
て
い
か
な
い
と
意
思

疎
通
が
で
き
な
い
。
会
議
の
場
で
も
、「
思

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
れ
は
日
本
で
言
う
と
こ
ろ
の
官

庁
の
法
令
担
当
者
が
、
高
度
の
日
本
語
能
力

を
要
求
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
な
の
か
も
し
れ

な
い
。

ロ
ー
・コン
テ
ク
ス
ト
文
化
で
は

自
己
主
張
が
不
可
欠

　
語
学
力
が
あ
っ
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
低
け
れ
ば
、
業
務
を
遂
行
し
て
い

く
う
え
で
役
立
た
な
い
。
こ
の
こ
と
は
強
調

し
て
も
し
切
れ
な
い
ぐ
ら
い
だ
。
英
語
の
能

力
は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
は
、
交
渉
力
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
こ
れ
は
私
の
母
校
の
一
つ
で
あ
る
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｄ
の
フ
ラ
ン
ス
人
教
授
の
名
言
だ
。
彼

は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
博
士
号
を
取
得

し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
な
ま
り
の
英
語
を
話

す
。
し
か
し
、
文
法
的
に
少
し
間
違
っ
て
い

て
も
、
発
音
が
な
ま
っ
て
い
て
も
、
自
分
の

意
見
と
そ
の
根
拠
を
理
論
整
然
と
、
わ
か
り

や
す
く
話
す
こ
と
が
何
を
お
い
て
も
重
要
な

の
で
あ
る
。

『
ブ
ル
ー
・
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
』
の
著
者
で

あ
る
Ｗ
・
チ
ャ
ン
・
キ
ム
教
授
も
ま
た
、
か

な
り
の
韓
国
な
ま
り
の
英
語
を
話
す
が
、
Ｉ

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
き
っ
て
の
人
気
教
授
で
あ
る
。

キ
ム
教
授
の
授
業
は
、
的
を
射
た
例
え
や
実

例
が
多
く
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
明
快
で

あ
る
。
や
は
り
、
大
切
な
の
は
、
何
を
ど
う

話
す
か
の
ほ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
私
自
身
の
経
験
か
ら
も
強

く
い
え
る
。

　
Ｂ
Ｉ
Ｓ
で
新
任
職
員
必
修
と
な
っ
て
い
る

異
文
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ー
ス
で
は
、
英

語
を
母
国
語
と
す
る
職
員
に
対
し
、
難
し
い

単
語
を
使
わ
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
と

い
う
の
も
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
英
語
能
力
は
非

常
に
高
い
が
英
語
を
母
国
語
と
し
な
い
職
員

が
大
半
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
わ

か
り
や
す
い
表
現
を
使
う
よ
う
に
指
導
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

考
力
」「
論
理
力
」
を
発
揮

し
て
全
力
で
相
手
を
説
得

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
会
議
で
自
分
の
意
見

を
述
べ
ず
、
後
で
反
対

だ
っ
た
と
抗
弁
し
て
も
遅

い
。
会
議
は
決
め
る
場
だ
か
ら

だ
。
い
わ
ん
や
、
会
議
中
に
何
も
意
思
表
示

し
な
い
よ
う
で
は
、
だ
れ
か
ら
も
相
手
に
さ

れ
な
い
。
ま
た
、
た
だ
反
対
と
言
っ
た
と
こ

ろ
で
、
理
由
や
証
拠
を
論
理
的
に
述
べ
な
け

れ
ば
、
相
手
の
同
意
は
得
ら
れ
ず
一
蹴
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

　
日
本
の
大
学
で
長
年
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
教
え

て
い
る
外
国
人
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
、
辛
辣

に
日
本
社
会
の
弱
点
を
突
い
て
い
る
。

「
日
本
人
の
学
生
を
鍛
え
て
優
秀
な
デ
ィ
ベ

ー
タ
ー
に
す
る
こ
と
が
本
人
の
た
め
に
な
る

と
思
っ
て
何
十
年
も
熱
心
に
指
導
し
て
き
た
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イ
ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル
と
は
、
一
般
に
知
ら
れ

て
い
な
い
重
要
な
情
報
を
シ
ェ
ア
す
る
人
々
の

非
公
式
な
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
。
人
事
や
戦
略
な

ど
重
要
で
濃
度
・
精
度
の
高
い
情
報
を
、
公
表

さ
れ
る
前
に
い
ち
早
く
得
る
こ
と
は
業
務
遂
行

上
、
非
常
に
有
効
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
公
的
機
関

や
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
仕
事
を
す
る
場
合
、
イ

ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル
に
積
極
的
に
加
わ
り
、
質
の

高
い
情
報
収
集
活
動
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　
イ
ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル
は
仕
事
の
み
な
ら
ず
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
場
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い

か
ら
信
頼
を
育
む
有
機
的
な
関
係
で
あ
る
。
特

に
入
会
手
続
き
は
な
い
し
、
紹
介
が
あ
れ
ば
会

員
に
な
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
情
報
は
常
に
ギ

ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
で
あ
り
、
お
互
い
の
た

め
に
な
っ
て
い
れ
ば
関
係
は
維
持
さ
れ
る
。
そ

れ
は
利
害
や
損
得
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

教
養
や
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

　
日
本
で
も
ゴ
ル
フ
を
通
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス
人
脈

が
あ
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
同
じ
会
議

に
定
期
的
に
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
や
、
ハ
ン
テ

ィ
ン
グ
な
ど
で
週
末
を
過
ご
す
仲
間
で
情
報
交

換
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国
際
機
関
で
は
、
出
身

国
や
宗
教
な
ど
結
束
力
の
高
い
グ
ル
ー
プ
が
イ

ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
る
こ
と
も
あ
る
。
こ

う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
非
公
式
な

ロ
ビ
イ
ン
グ
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

イ
ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル
と
は
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が
、
結
果
は
け
っ
し
て
い
い
方
向
に
ば
か
り

は
い
か
な
い
。
立
派
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
き
る

学
生
た
ち
は
往
々
に
し
て
日
本
社
会
に
う
ま

く
溶
け
込
め
ず
、
出
世
も
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、

家
庭
で
も
夫
婦
で
の
問
題
を
抱
え
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
」

　
日
本
人
社
会
で
は
、
異
な
っ
た
意
見
を
持

ち
、
議
論
す
る
こ
と
に
対
し
て
心
理
的
抵
抗

が
非
常
に
強
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

意
見
が
異
な
る
か
ら
こ
そ
、
話
し
合
っ
て
お

互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
相
互
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
場

合
、
さ
ら
に
相
手
の
理
論
の
弱
点
を
攻
撃
す

る
と
こ
ろ
が
日
本
社
会
に
受
け
入
れ
に
く
い

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
は

阿
吽
の
呼
吸
は
通
じ
な
い
。
相
手
が
こ
ち
ら

の
立
ち
居
振
る
舞
い
や
雰
囲
気
か
ら
、
意
を

汲
み
取
っ
て
く
れ
る
と
期
待
す
る
の
は
大
間

違
い
で
あ
る
。

　
自
分
の
意
見
は
、
は
っ
き
り
と
明
確
に
表

現
し
て
の
み
、
ま
た
表
現
し
て
こ
そ
、
相
手

は
こ
ち
ら
の
意
見
を
聞
い
て
く
れ
る
し
、
わ

か
っ
て
く
れ
る
。
一
般
的
に
は
、
日
本
人
の

場
合
、
少
し
図
々
し
い
か
、
言
い
す
ぎ
た
と

思
え
る
く
ら
い
に
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り

言
っ
て
ち
ょ
う
ど
い
い
こ
と
が
多
い
よ
う
に

思
う
。

ー
違
反
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
違
い
が
わ
か
っ
て
い
な
い
と
、

ビ
ジ
ネ
ス
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
事
前
調
査
や
事
前
学
習
が
重
要
な
の
で

あ
る
。
ス
イ
ス
国
鉄
の
幹
部
が
来
日
す
る
際

に
は
、
ス
イ
ス
大
使
館
か
ら
二
時
間
の
日
本

の
ビ
ジ
ネ
ス
習
慣
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を

受
け
た
と
聞
い
た
。
さ
す
が
、
多
文
化
社
会

の
ス
イ
ス
で
あ
る
。
出
張
程
度
の
こ
と
で
も

相
手
に
い
や
な
思
い
を
さ
せ
な
い
、
相
手
国

の
マ
ナ
ー
を
尊
重
す
る
た
め
の
ス
イ
ス
政
府

の
配
慮
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
に
重
要
な
の
は
、
柔
軟
性
で
あ

る
。
世
界
は
ま
す
ま
す
多
様
化
の
方
向
に
進

ん
で
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
と
、
一

つ
の
価
値
観
が
押
し
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
印

象
を
与
え
る
が
、
む
し
ろ
交
通
機
関
、
通
信

機
関
が
発
達
し
た
世
界
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

価
値
観
が
入
り
交
じ
る
多
様
化
し
た
世
界
に

な
っ
て
い
る
。

　
い
ま
日
本
人
が
意
識
す
べ
き
は
、
頭
を
柔

軟
に
し
て
多
様
性
の
価
値
を
認
め
る
こ
と
で

あ
る
。
正
解
は
一
つ
で
な
い
。
自
分
と
異
な

る
考
え
方
を
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
相

手
が
間
違
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
考
え
方
を
持
っ
た
人
間
を
尊
重
す
る

こ
と
は
、
企
業
だ
け
で
な
く
、
日
本
社
会
全

体
に
と
っ
て
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル
に

入
れ
る
か
ど
う
か
が
カ
ギ

　
最
後
に
、
教
養
や
趣
味
の
重
要
性
に
つ
い

て
触
れ
た
い
。

　
専
門
の
話
な
ら
英
語
で
で
き
る
が
、
自
分

の
専
門
以
外
の
話
に
な
る
と
ま
っ
た
く
会
話

が
で
き
な
い
、
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
。
英

語
力
が
少
し
足
り
な
く
て
も
、
自
分
の
わ
か

っ
て
い
る
こ
と
な
ら
話
が
弾
む
が
、
日
本
語

で
も
知
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
を
英
語
で
話
す

の
は
難
し
い
。
そ
の
点
か
ら
も
、
一
般
的
な

常
識
、
教
養
を
持
つ
こ
と
は
大
切
だ
。

　
た
し
か
に
専
門
知
識
は
最
重
要
な
の
で
あ

る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
文
化
的
教
養
が

な
い
と
な
か
な
か
イ
ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル
（
重

要
な
情
報
を
シ
ェ
ア
す
る
排
他
的
な
グ
ル
ー

プ
）
に
入
れ
な
い
か
ら
だ
。
教
養
も
学
歴
の

一
部
か
そ
れ
以
上
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る

（
囲
み
「
イ
ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル
と
は
」
を
参
照
）。

　
イ
ン
ナ
ー
サ
ー
ク
ル
に
入
る
と
非
公
式
の

情
報
が
入
り
や
す
い
し
、
信
頼
関
係
が
で
き

て
い
る
の
で
説
得
も
し
や
す
い
。
ス
ポ
ー
ツ

や
食
事
な
ど
、
仕
事
以
外
の
活
動
を
通
し
て

深
い
関
係
を
持
つ
こ
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
広
が
り
、
公
私
に
お
い
て
役
立
つ
。

　
私
た
ち
は
日
本
人
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
少

な
く
と
も
日
本
文
学
や
歴
史
、
文
化
一
般
に

つ
い
て
の
一
般
教
養
は
身
に
つ
け
て
お
く
べ

き
で
あ
る
。
海
外
に
い
る
日
本
人
で
、
日
本

の
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
と
い
う
態
度
を
取
る

人
が
い
る
が
、
そ
れ
で
は
知
的
レ
ベ
ル
の
高

い
外
国
人
か
ら
見
て
魅
力
的
な
日
本
人
と
映

ら
な
い
と
思
う
。

＊　
　
　
＊　
　
　
＊

　
進
展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
英
語
で
言
い
た
い
こ
と
を
明

瞭
に
簡
潔
に
論
理
的
に
説
明
す
る
能
力
で
あ

る
。
正
し
く
き
れ
い
に
話
す
こ
と
は
二
の
次

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
土
台
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
重
要
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
に
は
、
相
手
が
自
分

の
意
見
を
汲
み
取
っ
て
く
れ
る
と
の
期
待
は

捨
て
て
、
自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り
述
べ
る
。

相
手
や
相
手
国
の
文
化
や
慣
習
を
知
っ
て
お

く
、
専
門
知
識
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
自

分
の
文
化
や
専
門
分
野
以
外
の
分
野
で
も
幅

広
く
教
養
を
身
に
つ
け
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
価

値
観
を
受
け
入
れ
る
多
様
性
を
持
つ
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
に
配
慮
す
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
日
本
人
が
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
く
こ

と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。

多
様
な
文
化
に
対
す
る
柔
軟
性
が

コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
秘
訣

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進
め
る

に
は
、
相
手
に
つ
い
て
知
る
こ
と
も
大
切
で

あ
る
。
日
本
で
は
、
欧
米
を
一
緒
に
考
え
る

傾
向
に
あ
る
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
国
ご
と
に

異
な
る
習
慣
や
価
値
観
、
習
慣
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
自
動
車
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
ル
ノ
ー
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ボ

ル
ボ
と
の
合
弁
事
業
に
失
敗
し
た
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
同
士
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
言
葉
や

習
慣
の
違
い
を
さ
ほ
ど
重
視
し
な
か
っ
た
の

が
一
因
で
あ
る
。
そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
ル

ノ
ー
は
日
産
と
の
合
弁
時
に
は
、
フ
ラ
ン
ス

人
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
、
日
本
人
の
ビ
ジ
ネ
ス

習
慣
や
文
化
に
つ
い
て
勉
強
さ
せ
た
。

　
こ
の
例
に
留
ま
ら
ず
、
文
化
や
慣
習
は
世

界
中
で
異
な
る
こ
と
を
、
我
々
は
常
識
と
し

て
も
っ
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
お
店
で
物
を
買
う
時
、
値
段

交
渉
を
す
る
か
、
し
な
い
か
。
南
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
積
極
的
に
交
渉
す
る
が
、
ス
イ
ス
は

ほ
と
ん
ど
し
な
い
。
ま
た
、
ス
イ
ス
人
は
時

間
を
厳
守
す
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
遅
れ
る

の
が
当
た
り
前
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
家
に
呼
ば

れ
て
時
間
通
り
に
行
く
の
は
、
む
し
ろ
マ
ナ
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1０．閉会挨拶 

高等教育研究開発推進機構長 林  信夫  
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今後の改善に資するために、参加者全員にアンケート（内容は123ページ参照）を実施した。

1１．アンケート結果について
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平成 24（201２）年度京都大学全学教育シンポジウムに関するアンケート 

 

今後のシンポジウムの在り方を検討するために、例年アンケート調査を行っております。忌憚のない

ご意見・ご感想をお聞かせ願いたく、ご協力方よろしくお願いいたします。 

なお、ご提出は、会場出口の回収箱にお入れいただくか、後日、学務部共通教育推進課（内線：6690、

FAX：6691）あてにご送付願います。（勝手ながら、集計作業の都合上、9 月１９日（水）までにお願

いいたします。） 

 

 

※ 該当する職名に  をつけてください。 

□ 総長・理事・監事・副理事・理事補 
□ 教員（研究科所属） 
□ 教員（研究所・センター等所属） 
□ 職員     

 

１．このシンポジウムへの参加は何回目ですか。（これまでに今回を含め、16 回開催されています。） 

              回目 

 

２．今回のシンポジウムについて 

 ① 良かったプログラムに  をつけてください。（複数回答可） 

□ 基調講演「京都大学の考える教養教育」 
□ 報告１「共通・教養教育企画・改善小委員会の報告」 
□ 報告２「高校の学習指導要領と入試制度」 
□ 報告３「学業・成績評価の国際標準と通用性」 
□ パネルディスカッション「グローバルキャリアの中での語学力と教養力」 

 

② プログラムの内容について、感想をご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．シンポジウムの開催形式について 

① 今年度は、分科会を設けず、基調講演・報告・パネルディスカッションという形式で行いました。

この開催形式について、どう思われますか。 

□ 大変良い   □ 良い   □ 普通   □ あまり良くない   □ 良くない 
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② ①にご回答いただいた理由をご記入ください。 

 

 

 

③ 今後、シンポジウムを開催するにあたっては、どのような形式で開催するのが望ましいと思いま

すか。 

 

 

 

④ 開催時期について、ご意見をお聞かせください。 

   □ 適切である 

   □ 適切でない → 具体的な開催希望時期をご記入ください。            

 

４．その他 

① 今回の討論内容を所属する部局で話合う機会がありますか。 

□ ある   □ わからない   □ ない 

 

※「ある」と答えられた方にお尋ねします。それはどのような機会ですか。 

 

 

 

② 今後このようなシンポジウムを開催する場合に取り上げるべき討議テーマについて、ご提案があ

ればお書きください。 

 

 

 

 

 

③ シンポジウムについて、ご自由にご意見をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

1２．参加者名簿
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1２．参加者名簿
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第
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京
都
大
学
全
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教
育
シ
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こ
れ
か
ら
の
共
通
・
教
養
教
育　
　

報
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書	

二
〇
一
二

第１６回京都大学全学教育シンポジウム第１６回京都大学全学教育シンポジウム
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これからの共通・教養教育
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